
 

 

 

① 生活習慣病対策(運動や食事など)は、発症を遅らせる効果が認められています。 
 
② 脳の活性化を図りましょう。なんといっても楽しく行うことが大切です。 

 

■ 社会との接触が失われると、認知機能の低下を促進させます。 

友人や家族などと、楽しく過ごすことが大切です。 

■ 人の役に立つことを日課に取り入れることが、生活を充実させ、認知機能を高めます。 

■ ほめても、ほめられてもドーパミン（意欲をもたらす脳内物質）がたくさん放出されます。 

■「何をしたらよいか」ではなく、どう刺激ある日常を送るかが重要です。 

【庄内町地域包括支援センター】 

高齢者の保健・福祉・権利など生活のあらゆる面から高齢者の皆さんをサポートするための総合機関です。 

余目字町 132-1 庄内町福祉総合相談センター内 ☎４５－１０３０ 

狩川字大釜 22  庄内町役場立川複合拠点施設内 ☎５１－２５０５ 

  

 

 

令和６年１月、「共生社会の実現を推進す

るための認知症基本法」が施行され、 

認知症になったら何もできなくなるのではな

く、認知症になってからも、一人一人が個人と

してできること・やりたいことがあり、住み慣れ

た地域で仲間等とつながりながら、希望を持

って自分らしく暮らし続けることができるという

考え方（新しい認知症観） が示されました。 

 

 

 

認知症は、脳の細胞の働きが低下すること

により、記憶力や判断力などに障害が起こる

病気です。 

誰でもなり得る可能性がある病気なので、

一人一人が自分ごととして理解することが 

大切です。早く気づいて対応することで症状

の改善や進行を遅らせることがあります。 

 

 

認知症 とは 新しい認知症観  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【かかりつけ医】  ご自分のかかりつけ医についてご記入ください。 

医療機関名 電話番号 

  

 

 

. 

正常な時期と認知症を発症する中間的な 

時期を「軽度認知障害（MCI）」といいます。  

この段階で認知症予防に取り組んだり 

治療を受けたりすることが大切です。 

庄内町認知症安心ガイド 
～認知症になっても安心して暮らし続けられるまちへ～ 

◆このガイドは、認知症の予防や症状、相談機関等を簡単にまとめたものです。 

 

 

 

□ もの忘れが増えた 

□ 日付や曜日がわからない 

□ 簡単なお金などの計算ができなくなった 

□ 料理や家事などがてきぱきできなくなった 

□ 話しかけられると今までしていたことを 

忘れてしまう  

 

 

 

□ 今まで楽しかったことへの意欲がなくなっ

た 

 

【認知症の専門医療機関（庄内地域）】 

早期診断、認知症の症状が悪化した場合の相談や治療などに対応できる医療機関です。 

山容病院  ☎３３－３３５５ 酒田市浜松町 1-7 

酒田東病院（※） ☎２２－９６１１ 酒田市こあら三丁目 5-2 

くろき脳神経クリニック ☎３１－７１５１ 酒田市富士見町三丁目 2-3 

さくらこころのクリニック ☎２１－０１４８ 酒田市東大町二丁目６-４ 

瀬尾メンタルクリニック ☎２１－２２３０ 酒田市曙町二丁目 18-6 

冨樫クリニック ☎２６－２６５５ 酒田市本町三丁目 10-５ 

わたべクリニック ☎４３－１３３７ 酒田市みずほ一丁目 2-20 

ゆたかメンタルクリニック ☎３１－７８８８ 酒田市ゆたか三丁目 2-14 

三川病院（※） ☎０２３５－６８－０１５０ 三川町大字横山字堤 39  

鶴岡協立病院（※） ☎０２３５－２３－６０６０ 鶴岡市文園町 9-34  

こころの花クリニック ☎０２３５－２９－４１８７ 鶴岡市西茅原町 13-24 

なごみクリニック ☎０２３５－２９－３７５３ 鶴岡市桜新町 13-3 

 ※三川病院は事前に電話相談、酒田東病院・鶴岡協立病院は事前予約が必要となります。 

【日本海総合病院 認知症疾患医療センター】 
認知症についての高度な画像

診断・鑑別診断等を行います。 
☎26‐2001 

酒田市あきほ町 30 

※完全予約制（かかりつけ医等の紹介状必要） 

【山形県立こころの医療センター】 
救急時の対応や重症例の受入れ

については、ご相談ください。 

☎ 

0235-64-8100 

鶴岡市北茅原町 13-1 

※完全予約制（かかりつけ医等の紹介状必要） 

 

 

! 「認知症かもしれない」と思ったら、まずは 

「かかりつけ医」 または 「地域包括支援センター」、 

介護認定を受けている方は 「担当のケアマネジャー」 に相談しましょう。 

 

チェックしてみましょう！ 

認知症予防 のポイント 

気軽に 

ご相談 

ください ! 

 

【庄内余目病院】（精神科・神経内科） 

軽度認知障害(ＭＣＩ)検査可 ※事前予約必要 ☎４３－３４３４ 庄内町松陽 1-1-1 

【行政機関】 

庄内町保健福祉課高齢者支援係 ☎ ４３－０４９０ 余目字町 132-1 庄内町役場内 

庄内保健所 ☎ 0235-66-4931 三川町大字横山字袖東１９-１ 

 

 

. 

 

令和８年３月 庄内町保健福祉課高齢者支援係 発行  

※ いくつか当てはまるようなら、認知

機能の衰えのサインかもしれません 

どうしても受診につなげられない場合は・・・ 
本人が、病気だと認識できないことが多いので、受診を嫌がり医療につなげられない場合  

①先に家族だけで相談する方法、②庄内町認知症初期集中支援事業による専門職の訪問支援 

もありますので、地域包括支援センターか保健福祉課高齢者支援係へご相談ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症疑い 
認知症を有するが 

日常生活は自立 

誰かの見守りがあれ

ば、日常生活は自立 

日常生活に手助け・

介護が必要 
常に介護が必要 

 
◎本人から介護予防教室や地域行事の参加、

ボランティアを行うなど、社会参加をしてもら

うよう働きかけましょう。 

◎本人から家庭内での役割を持ってもらい、継

続できるようにしましょう。 

◎いつもと違う、様子がおかしいと思ったら早

めに相談しましょう。周囲の気づきが大事で

す。認知症カフェでも相談できます。 
（日時と場所は、地域包括支援センターか保健福祉課高齢者

支援係までお問い合わせください） 

◎今後の生活設計（介護、金銭管理、終末期の

ことなど）について考えてみましょう。 

 

◎本人の気持ちをよく聞いてあげるなど、接し方の基本やコツを

理解しましょう。周囲が適切に対応することにより、おだやかな

経過をたどることも可能です。 

◎ひとりで外に出てしまうようなら、見かけたら知らせてほしいと近所に

も伝えておきましょう。庄内町徘徊(はいかい)高齢者事前登録事業を

利用し、早期保護できるようにしておきましょう。 

◎「かかりつけ医」や「担当ケアマネジャー」、「サービス事業所職員」

に、まめに相談しましょう。 

民生委員などが集まり話し合うこともあります。 

◎日常生活でできないこと（食事・排せつ・清潔を保

つなど）が増え、合併症を起こしやすくなることを理

解しましょう。 

◎どのような終末期を迎えるか、家族間で話し合って

おきましょう。 

※症状の現れ方には個人差があり、必ずしもこのとおりの経過をたどるわけではありません。 

家族や周囲が認知症を理解し、進行に合わせて上手に対応していくことが大切です。 

 

周
囲
の
対
応 

正常なレベル 

認知症の進行と主な症状の例  

軽度認知障害（ＭＣＩ） 

５年前後で約半数が 

認知症に 

 

【高齢者サービス】 介護予防教室、家事援助サービス、徘徊高齢者事前登録、配食サービス、権利擁護、介護者交流会、認知症カフェなど 

【介護保険サービス】 通所介護、訪問介護、訪問看護、訪問入浴、短期入所、グループホーム など 

●ポイント●本人の状況や変化の段階に合わせて、様々なサービスや協力機関があります。困っていることや不安に感じていることを「かかりつけ医」又は

「地域包括支援センター」、介護認定を受けている方は「担当のケアマネジャー」に伝えて、適切なサービスや治療につなげましょう。 

◎戸惑うような出来事が増え、介護が難しくなってきます。介護者が休息する時間も必要です。 

高齢者サービスや介護保険サービスを上手く利用しましょう。困ったことがあったら早めに相談しましょう。同じ立場の

人の集まり（介護者交流会など）で話を聞いたり、自分の気持ちを話したりできる場を持つことも大切です。 

 

●もの忘れはあるが、金銭

管理や買い物、書類作

成などを含め自立して

生活できる 

● 頭の中に霧がかかったようだ 

● 約束が思い出せない 

● 物事が覚えにくい 

● やる気がでない 

●「物を盗まれた」などのトラブルが増

える 

● 不安が強い、怒りっぽい 

● 買物や調理が上手くできなくなる 

● 自分で服薬ができなくなる 

● 忘れることは多いが日常生活は 

自立している  など 

● 妄想、徘徊、興奮が多くなる 

● 着替えや食事、トイレで排せつする

ことがうまくいかなくなる 

● ついさっきのことも忘れる 

● 時間や場所がわからない  など 

● 表情が乏しい 

● 尿や便の失禁が増える 

● 運動機能が低下して寝たきり

になり、意思疎通が難しい 

● 日常生活全般にいつも介護が

必要 

● 家族の顔や使いなれた道具が

わからない   など 

認
知
症
の
進
行 

本
人
の
様
子
の
例 

 

認知症 （代表的なアルツハイマー型認知症の進行例…右にいくほど時間が経過し進行している状態） 
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